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メタデータ作成のルール

1 複数のファイルが関連して作成されたファイルを親ファイルと呼び、関連しているファイルを子ファイルと呼ぶ。また、独立しているファイル（親ファイルも子ファイルも持たないファイル）も存在する。

2 子ファイルは、基本的に、親ファイルのメタデータを継承し、必要なエレメントのみを修正する。独立している子ファイルは独自のメタデータを持つ。

3 親ファイルは日本語と英語両方のメタデータを作成する。子ファイルは日本語表記のみでもよい。








· 孫ファイルが存在する場合、子と孫ファイルの関係は親と子ファイルの関係同様である。
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